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 11月 20日曇り空に海から冷たい風が吹くなか横須賀市

ヴェルニー公園で“原子力空母はいらない！横須賀集会”

が２年振りでリアル開催され約 1000人が結集しました。 

 横須賀の米海軍基地は 2008年に米原子力空母ジョ－ジ･

ワシントンの母港とされ、2015年からは原子力空母ロナ

ルド･レーガンが交代で配備されています。さらに今年５

月には、原子力空母エイブラハム･リンカーンも寄港して

おり原子力空母２隻態勢がつくられつつあります。アメリカ本国以外で空母の母港とされ

ているのは横須賀基地だけです。 

 岸田政権はロシアのウクライナ侵略や米中間の摩擦、

北朝鮮のミサイル発射などを口実にアメリカ言いなり

で在日米軍基地強化を促進するとともに、日本の「敵

基地攻撃能力（反撃能力）の保有」を掲げて大軍拡を

推し進め、米軍と自衛隊による大規模な日米統合共同

演習などをひんぱんに行っており、このことが東アジ

アにおける緊張をいっそう高めています。 

 東京湾の横須賀に２基の原子炉を抱えた原子力空母が存

在することは、首都圏 3000万人のいのちと暮らしを脅か

す以外の何物でもありません。また、この間米軍基地の排

水処理施設から有害物質である有機フッ素化合物ＰＦＯＳ

（ピーフォス）やＰＦＯＡ（ピーフォア）が国の暫定的指

針値の 125倍から 258倍の濃度で検出されるなど、米軍基

地（日米安保条約）あるゆえの危険はあとを絶ちません。 

 この日の集会では、横須賀から原子力空母を撤去しよう！の他､憲法改悪許すな！オス

プレイＮＯ！爆音なくせ！原発ゼロ！戦争法廃止、市

民と野党の共闘で政治を変えよう！米軍は有害物質の

放出をやめよ！米兵の犯罪をなくせ！などのスローガ

ンを掲げ、集会後に降り出した冷たい雨のなか横須賀

米軍基地前・市中心部を元気にパレードしました。 

建交労神奈川県本部からは、ダンプ支部の稲川さん、

三浦さん､南須原さん、神奈川県南支部では佐藤さんと

赤羽の計５名が参加しました。 

11.20原子力空母はいらない！横須賀集会

２年振りのリアル開催に 1000人結集！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

 

 

 

 

 

お、執行委員を退任されたのは内外液輸分会の三浦宏康さん、イワサワ分会の勝井秀樹さ

んです（2名は会計監査に選出）。 

また、内外液輸分会の佐藤貴司さんとイワサワ分会の船柳伸一さんは、会計監査委員を退

任されました。お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


